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＜通所利用外来患者様情報＞

· 古舘　ヨリ様～本日、採血、検尿施行。尿糖が３＋で前回と同じ。採血の結果は次回わかること

　　　　　　　　説明、糖尿病の新しい薬が開発され、今後使えるようになった際は導入していけ

　　　　　　　　ればいい事を担当医より聞いている。血圧148/82mmHg、体重66.2Ｋｇ。

　　　　　　　　　風邪気味で鼻水が出るとの事で風邪薬希望され、ＰＬ顆粒３日分処方となる。

· 赤坂　順市様～本日、糖尿病の検査施行。尿糖＋（前回と同じ）採血の結果は次回、新しい糖尿

　　　　　　　　病の薬が開発された話担当医から聞いている。特に変わった事はなく、本日は弁

　　　　　　　　当を買わず、おかずを作るとの事。

· 松永　勘五郎様～睡眠、食欲は大丈夫との事。眩暈、立ちくらみも無いと話される。体重を聞か　　　

　　　　　　　　　れると、「５３キロ。」と答えられる。本日は表情の硬さ少し見られている。

＜外来患者様情報＞

・工藤　暁子様～新患61歳、神経症（軽度）。三戸中央病院からの情報診療提供書持参、同院へは平成14年から高血圧症で通院開始、平成18年1月に急性心筋梗塞を発症、八戸市立市民病院でＰＣＩを受け、その後は同院での治療を継続、翌年12月に不眠、味覚異常、体重減少（同居していた嫁に家を出たいと言われたのが原因では）があり抗不安薬の内服を開始している。現在、知的障害者通所授産施設「どんぐりの家・通所センターほっぷ」で作業指導員として従事しているが、今年2月中旬に上司から「お前はうつ病だから専門医で診察してもらった方がいい。受診しなければ解雇を考える」と言われ病状確認の為受診。現在うつ的症状は無いとの事。心理検査（ＳＤＳ＝29点・ＣＭＩ＝領域Ⅱ）施行。うつ病ではないが神経が少し細かい事説明している。処方はなく病状についての診断書が必要な際はいつでも書けること伝え、本人様了解している。
















